
故
梶
村
秀
樹
教
授
追
悼
号

の
発
行

に
よ
せ
て

331

梶
村
秀
樹
教
授
が
最
も
敬
愛
し
、
か

つ
真
剣

に
学

ん
だ
に
違

い
な

い
神
奈
川
大
学
二
部

(夜
間
部
)
学
生

の
O
B

諸
君
が
発
行

し

て

い

る

「
無
方
」
と

い
う
同
人
紙
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

十
五
年
ほ
ど
前

の
あ
の
大
学
闘
争
時
代

に
、
二
部
生

の
学
ぶ
権
利
を
主
張
し
た
が
ゆ
え

に
、
逮
捕
さ
れ
た
り
、
刑
務
所

に
送
ら
れ

た
学
生
、
そ

の
救
援
活
動

に
た
ず
さ
わ

っ
た
学
生
、
二
部
魂
を
継
承
す

る
後
輩
た
ち
が
中
心
に

な

っ
て
発
行
し
て
い
る
、
手
づ
く
り

不
定
期
刊
行

の
小
さ
な
新
聞
で
あ

る
。
残
念
な

こ
と
だ
が
、

こ
の
新
聞

に
登
場
し
う
る
よ
う
な
上
等

な

「
神
奈
川
大
学
教
授
」

は
、

お
そ
ら
く
、
梶
村
秀
樹

(経
済
学
部
)、
向
井
俊

二

(外
国
語
学
部
)
の
両
先
生
く
ら

い
で
し

ょ
う
。

一
九
九
〇
年
五
月
十
二
日
発
行

の

「
無
方
」
第
19
号
は
、
「
5

・
29
逝
去

一
ケ
年

梶
村
秀
樹
先
生
追
悼
」
を
巻
頭
に
掲
げ
・
在
り
し
日

の
梶
村
教
授

の
写
真
と
、
白
基
瑞
作

詞
、
キ

ム

・
ジ

ョ
ン

ニ
ュ
ル
作
曲

の

「
ニ
ム
の
た
め
の
行
進
曲
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
同
号
に

は
、
梶
村
秀
樹
に
生
あ
ら
ば
か
な
ら
ず
参
加
し
た
で
あ
ろ
う

「
が
ん
ば
れ
大
韓

の
娘

た
ち

1
9
9
0

・
4

・
6
韓
国

ス
ミ
ダ
労
働
組
合

を
支
援
す
る
神
奈
川
連
絡
会
議
結
成
集
会
」

の
こ
と
が

コ
メ
ン
ト
な
し
で
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

一
九
八
七
年

の
こ
と
だ
が
、
超
過
密

ス
ケ
ジ

ュ
!

ル
に
追

い
ま
く
ら
れ
る
梶
村
教
授

に
、
「
仕
事
を
整
理
せ
よ
、
あ
れ
こ
れ
頼

ま
れ
て
も

断
れ
、
梶
村
朝
鮮
史
学
を
集
大
成
せ
よ
」
な
ど
と
高
圧
的
に
述
べ
て
、
彼

に
眼
鏡
こ
し

の
無
言

の
批
判
を
あ
び
て
、
沈
黙
し
た
こ
と
が
あ

る
。
発
病

し
た

一
九
八
八
年
九
月
以
来
、
三
度
目

の
入
院
中

の
梶
村
教
授
を
見
舞

う
た

め
、

一
九

八
九
年
五
月
十
三
日
、
間
宮
陽
介

(経

済
学
部
)
と
と
も

に
、
稲
城
市

民
病
院
を
訪
れ
た
。
梶
村
さ
ん
は
、
「
頭

は
し

っ
か
り
し
て
い
る
ん
だ
が
、
体
が
動
か
な

い
」
と

い
い
・
講

義
や
梶
村

ゼ
ミ
の
後
事
を
私

に
託
し
た
。
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院
生
か
ら
の
病
状
報
告

に

一
喜

一
憂
し

て

い
る
う

ち

に
、

つ
い
に
五
月
二
八
日
深
夜
、

新
納

豊

(大
東
文
化
大
学
)
か
ら

「
先
生
危

篤
」
と

の
電
話
が

は
い

っ
た
。
池
上
和
夫

(経
済
学
部
)
と
と
も

に
、
稲
城
市
民
病
院

に
急

い
だ
。
梶
村

ゼ
ミ
の
神
奈
川
大
学
、

東
京
大

学
、

一
橋
大
学

の
院
生
、
冨
岡
倍
雄
教
授
夫
妻

(経
済
学
部
)
な
ど
が
ぞ
く
ぞ
く
か
け

つ
け
た
。
深
夜

の
病
院

の
待
合
室

で
、
院
生
諸
君
と

缶
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
、
「
梶
さ
ん
が
顔
を
だ
し
た
な
ら
、
凄

い
セ
ミ
ナ
ー
に
な
る
な
、
楽
し

い
コ
ン
パ

に
な

る
な
」
な
ど
と

い
う
絵

空
事
を
考
え
、

た
だ
た
だ
彼

の
死
を
待

つ
こ
と

の
辛

か

っ
た
こ
と
、
辛
か

っ
た
こ
と
。

五
月
二
九
日
、

そ

の
生
涯
に
お

い
て
、

「
最
小
の

迷
惑
」
と

「
最
大

の
至
福
」
を
支
出

し

つ
づ
け
た
志
操

の
人
、
梶
村
秀
樹
は
死
ん
だ
。
梶
村
秀
樹
ら
し

い
死
で
あ

っ
た
と
思
う
。

梶
村
秀
樹
教
授

の

一
周
忌
を
目
標

に
、
彼
が
育
て
た
神
奈
川
大
学
大
学
院
各
国
経
済
研
究
室

の
ス
タ

ッ
フ
と
出
身
者

.
関
係
者

の
論
稿
、

な
ら
び
に
梶
村
教
授
自
身

の
未
発
表
遺
稿

を
集
め
て
、
追
悼
号
を
公
刊
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
皆
多
忙

の
た
め
、
発
行

の
期
日
も
遅
れ
、

若
干

の
諸
君

の
論
文

は
間

に
あ
わ
な
か

っ
た
が
、
と
も
か
く
完
成
し
た
。
な
お
、
追
悼
号
に
掲
載
し
た
金

鳥
天
氏

の
論
文

は
、
原
論
文

を
若
干
圧
縮

し
た
も

の
で
あ

る
。
圧
縮

の
作
業

に
は
、
指
導
教
授
川
上
幸

一
氏

の
了
解
を
え

て
、
在
韓
国

の
金
氏
に
代
わ
り
、
伊
藤

修

(経
済
学
部
)
が
あ
た

っ
た
。
ま
た
梶
村
論
文

の
校
正
は
、
吉
野

誠

(東
海
大
学
)
が
担
当
し
た
。

梶
村
秀
樹
教
授

の
年
譜
と
仕
事

の
リ
ス
ト
は
省

い
た
。

彼

の
年
譜
と
社
会
的
活
動

に
つ
い
て
は
、

『
追
悼
梶
村
秀
樹
さ
ん
』
故
梶
村
秀

…樹
先
生
を
し
の
ぶ
市
民

の
集

い
実
行
委
員
会

刊
、

一
九
八
九
年
十

一
月

一
日
、
『
梶
村
秀
樹
著
作
集
別
巻

回
想
と
遺
文
』
明
石
書
店
、

一
九
九
〇
年
五
月
三
〇

日
、
を
み
ら
れ
た

い
。
彼

の
研
究
遺
産

に
つ
い
て
は
、

一
九
九
〇
年
十
二
月
か
ら
刊
行
予
定

の

『
梶
村
秀
樹
著
作

集
』
全
六
巻

(第

一
巻

朝
鮮
史
と
日
本
人
、
第
二
巻

朝
鮮
史
の
方
法
、
第
三
巻

近
代
朝
鮮
社
会
経
済
論
、
第
四
巻

朝
鮮
近
代
の
民
衆
運
動
、
第

五
巻

現
代
朝
鮮

へ
の
視
座
、
第
六
巻

在
日
朝
鮮
人
論
)
を

お
読
み

い
た
だ
き
た

い
。

私
事

に
わ
た
る
が
、

一
九
八
三
年
八
月
～
九
月
、

私

は
大
崎
平
八
郎
氏

(横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
、
神
奈
川
大
学
講
師
)
を
団
長
と
す
る

訪
ソ
経
済
視
察
団

の

一
員
と
し
て
、

ソ
連

各
地
の
農
場
や
工
場
、
学
術
機
関

を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
。

モ
ス
ク
ワ
滞
在
中
、
ど

こ
で
聞
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き

つ
け
た
の
か
、
日
本

の
社
会
科
学
者
が
大
勢
来

て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
朝
鮮
近
代
史
を
専
攻
し
て
い
る
と

い
う
博
士
候
補
論
文

(修

士
論
文
に
相
当
)
準
備
中

の

β
シ
ア
の
若
手
研
究
者
が
カ
ナ
ザ

ワ
大
学

の
先
生
を
探
し
に
き
た
。
用
件

は
、
「
自
分
は
朝
鮮
語
で
カ
ジ

ム
ラ

教
授

.
博
士
の
論
文
を

い
く

つ
か
読
ん
だ

こ
と
が
あ
る
、

日
本
語

は
で
き
な

い
が
、

カ
ジ
ム
ラ
教
授
と

コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
た

い
、
博
士

　

の
知
り
合
い
は
い
な

い
か
」
と

い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
団
員

の
な
か
に
カ
ナ
ガ
ワ
大
学

の
中
村
が

い
た
。

私

は
、
梶
村
教
授

の
友
人

・
同
僚

の
カ
ナ
ガ
ワ
大
学
教
授

で
あ

る

こ
と
、
「
梶
村
教
授
は
朝
鮮
語

に
翻
訳
さ
れ
て
い
な

い
沢
山

の
優
れ

た
論
文
を
書

い
て
い
る
世
界
最
高

の
学
者
で
あ
り
、

日
本

は
朝
鮮
近
代
研
究
で
か
な
り

の
蓄
積
を
も

っ
て

い
る
の
で
日
本
語
を
勉
強
す
る

よ
う
に
」
、
と

い

っ
た
こ
と
を
彼
と
話
し
た
。

こ
の
ア
ス
ピ
ラ
ン
ト

(大
学
院
生
に
相
当
)
か
ら
名
刺
を
も
ら

っ
た
が
、

帰
国
し
て
ト
ラ
ン

ク
を
調
べ
た
と
こ
ろ
名
刺

は
紛
失
し
て
い
た
。
大
学
で
梶
村
さ
ん
に
こ
の
話
を
し
、

例
の
中
村

の
ず
さ

ん
さ
で
ソ
連

の
若
手
研
究
者
が
ナ

ン
ノ
太
郎
ベ
イ
か
分
か
ら
な

い
が
、

ロ
シ
ア
か
ら
手
紙
が
き
た
ら
よ
ろ
し
く
頼
む
、
と
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
早
く
死
に
過
ぎ
た
梶
村
さ

ん
。
中
村
は
二

一
世
紀
過
ぎ
ま
で
生
き
る
予
定
で
あ
る
が
、
梶
村
さ
ん
に
五
年

ほ
ど
命
を
分
け
て
あ
げ
、
あ

の

ロ
シ
ア
の
若
手
研
究
者
と

梶
村
さ
ん
と
の
朝
鮮
を
め
ぐ
る
討
論
を
聞
き
た
か

っ
た
。

ペ
ソ
を
置
く
と
き
が
き
た
。
東

ア
ジ
ア
の
中
天
に
輝
き

つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
人
民

の
星
、
梶
村

一
等
星

に
報
告
し
た
い
。
神
奈
川
大
学

は
、
第
二
外
国
語
と
し
て
朝
鮮
語

の
開
設
を
決
定
し
た
。
来
年
度
以
降
入
学
す
る
経
済
学
部
生

の
か
な
り

の
者
が
朝
鮮
と
朝
鮮
語
を
学
ぶ

に
ち
が

い
な
い
。
神
奈
川
大
学
か
ら
、
第

二
、
第
三

の
梶
村
秀
樹
が
か
な
ら
ず
生
ま
れ

る
で
あ

ろ
う
。

最
後

に
な

っ
た
が
、

こ
こ
に
掲
載
す
る
写
真

は
、

一
九
八
九
年
六
月
、
偉
大
な
市
民
梶
村
秀
樹

の
死
を
悼
み
、
そ

の
志
を

つ
ぐ
学
生
諸

君
が
、
神
奈
川
大
学
八
号
館

一
階

の
廊

下
の
壁
に
書
き
記
し
た
文
字

で
あ

る
。
醜
悪
な
ベ

ル
リ

ン
の
壁
の
破
片
と
は
正
反
対

の
意
味
を
も

つ
、
日
本

の
貴
重
な

「
良

心
の
あ
か
し
」

で
も
あ
る
。

い
つ
ま
で
も
消
さ
な

い
で
ほ
し

い
も
の
だ
。(

一
九
九
〇

・
五

・
二
九

中
村
平
八
記
)
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